


































































































































































（25.0％）， 祖母 1名 （6.3％）， 兄弟姉妹 2名
（12.5％），義理の兄弟姉妹1名（6.3％），叔父・
叔母1名（6.3％），配偶者1名（6.3％），無回答
2名（12.5％）であった．認知症と診断されてか
らの経過年数は，1年が5名（31.4％），3年が2
名（12.5％），5年以上10年未満が2名（12.5％），
10年以上， 2年， 1年未満がそれぞれ1名（6.3
％），未診断1名（6.3％），未回答3名（18.8％）
であった．また，「今どんな情報がほしいか」と
いう自由記述では，複数回答で16件あり，「認知
症者への対応（怒らせない，治療拒否の場合など）
や介護方法について」6件（37.5％），「社会資源
の利用方法（施設，介護相談など）について」4
件（25.0％），「少しでも今後の参考になることが
あれば」などの少数意見6件（37.5％）があった．
「他人事ではないと思い，興味をもった」と回
答した方（32名）への質問で，「もしご本人，ご
家族が認知症と診断されたときの情報収集方法」
に対して，複数回答を含め41件であった．「イン
ターネット」との回答が14件（34.1％），「医療機
関に相談」が10件（24.4％），「書籍」が 8件
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図1 市民公開講座に参加した理由
（19.5％），その他「友人」や「新聞，テレビ」，
「家族の会に連絡」など少数回答9件（22.0％）
であった．また，「欲しい情報内容」は，複数回
答で39件あり，「非薬物療法を含む治療方法につ
いて」9件（23.1％），「認知症者への対応や介護
方法について」 7件（17.9％），「社会サポート
（サービス）」6件（15.4％），「認知症者や家族の
体験談」5件（12.8％），「認知症の経過などを含
む知識について」 4件（10.3％），その他少数意
見8件（20.1％）であった．
「講座で印象に残ったこと」の自由記述では，
複数回答を含めた83件中，「講演2の『若年性ア
ルツハイマー病を生きる～当事者の声～』につい
て」が印象に残ったと回答した方が54件（65.1％），
「認知症者や家族の体験談や事例について」12件
（14.5％），「認知症治療，予防について」 6件
（7.2％），「認知症者や家族介護者への関わり方に
ついて」 4件（4.8％），その他7件（8.4％）で
あった．
考 察
1）市民公開講座に参加した理由
市民公開講座についての周知は，新聞や大学の
ホームページなどのメディア利用，ポスターにて
一般住民へ促した結果，157名の参加者を得た．
質問紙回答者82名の40％弱は，「他人事ではない
と思い，興味を持った」と回答しており，地域等
に「認知症」が周知されてきている現状が推察さ
れた．また，医療機関へパンフレットなどを配布
し，その呼びかけにおいても回答者の2割近くの
参加があり，最新の認知症治療や当事者，家族の
語りなどから，医療者が知識を得たいという現状
がうかがえた．認知症対策は今や世界的な問題と
なっており，世界の認知症患者数が2050年には1
億人に達するとWHOより発表され，世界全体
で認知症対策の必要性が挙げられている．このよ
うな中，我が国の認知症の有病率はすでに65歳以
上の人口の10％以上に達していると推測9）されて
いる．本公開講座における参加理由においても他
人事ではないという認識が多く，一般の方々に認
知症の周知はされてきてはいるものの，確かな情
報が得にくい状況であることも推察できた．
2）当事者が語るということの重要性
「印象に残ったことについて」は，83名中66名
（79.5％）が「認知症者とその家族介護者の語り」
や，「家族介護者の体験談や事例」という内容で
占められていた．このことから，講義形式の講演
だけでなく，本公開講座の特徴である認知症本人
とその家族介護者という当事者の語りや，ビデオ
映像による家族介護者の語りが含まれていたこと
が効果的だった．そこには体験者にしか語れない
言葉があり，表情や声のトーンなどから伝わる語
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図2 家族あるいは親族の認知症者の年齢
りの力の大きさが推察された．当事者の語りから，
聞き手である参加者が共通点や相違点を見つけ出
し，自分だけじゃないという気持ちを共有したり，
勇気づけられたりといった気持ちが生じて，参加
者たちの印象に残ったと考えられる．
DIPEx-Japanの体験者の語りについて，佐藤
（佐久間）ら10）は「自己決定」の理由のカタログ
のようなもので，迷っている人はその中から自分
の状況が似ている人や，価値観が似ている人を探
して，自分がどうすべきかを考える際のヒントに
したり，それまではっきりと言語化できなかった
自分の中のもやもやした思いを言葉にできるよう
になるかもしれない，と述べている．更に，医療
を提供する立場の参加者には，認知症者やその家
族介護者からの語りを聴くことで，当事者たちの
抱いている思いを知ることができたり，新たな発
見や患者・家族の関わり方を見いだせるきっかけ
にも繋がったと思われ，教育的な役割を果たして
いると考えられた．これは，英国DIPExの目的
にも挙げられている，④医療専門従事者へ教育的
資源となること，⑤患者と医療専門従事者とのよ
りよいコミュニケーションを促進するといった医
療者側への教育支援と合致している．医療者は認
知症者の思いと，その家族介護者の思いの考えの
共通点や違い，ありのままの気持ちなどを理解す
ることで，より患者家族主体の支援を行うことが
可能となる．当事者たちの生の声は，同病者とそ
の家族介護者，地域社会，医療者へ認知症者とそ
の家族介護者に対する理解を深めるための重要な
役割を果たすことが確認できた．
3）今後の課題と期待される成果
「興味を持って」と回答した参加者の「欲しい
情報」は，認知症の経過や治療法，社会サービス
といった認知症に関する一般知識から，体験談や
介護方法といった具体的なものまで，幅広い情報
の要望があった．しかし，「認知症者が家族や親
族にいる」と答えた参加者の「欲しい情報」に関
しては，怒らせないための認知症者への対応や介
護方法，介護相談や施設入所などの社会資源の利
用方法といった具体的な情報の要望に限定されて
いた．これは，興味を持って参加された一般の方
たちよりも，認知症者と共に暮らす家族や親族が，
具体的な経験を踏まえているためであると考えら
れる．
今回の公開講座は一研究の中間報告であり，様々
な当事者の語りの中における限定されたトピック
の紹介であった．今回，認知症と診断されたとき
の情報収集手段としてインターネットを利用する
という回答が約30％あったことからも，今後，早
急なWebサイトの構築が求められているといえ
よう．
以上のことより，「認知症本人と家族介護者の
語り」のWebサイト構築によって，認知症当事
者および家族介護者に対する理解が深まること，
同じような状況で悩んでいる同病者や同病者の介
護者への支援が，個から地域社会へと広がること
が期待できる．更には，保健医療福祉教育に対す
る支援の一助となることも期待できよう．
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Insightsgainedfromaquestionnairesurveyandopen
seminaron・Narrativesfromindividualswith
dementiaandtheirfamilycaregivers・
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Abstract
Asawaytoconductaninterim reportregardingresearchactivitiesrelatedtothe
constructionofthe・Health,Ilness,andCaregivingExperiences・website,whichaimsto
supportindividualswithdementiaandtheirfamilies.Thepost-seminarsurveyresults
revealedreasonsforparticipantattendanceattheseminar,contentthatleftanimpression
onthem,whattheyhopewilbeclarifiedbythisstudy,andfuturechalenges.
Ofthe157participants,82respondedtothequestionnaire,whichshowedthat・Ideveloped
aninterestwhenIrealizedthatthisisnotjustsomeoneelse・sproblem・wasthemostpopular
reasonforparticipation,at36.4％.Inaddition,79.5％ ofparticipantsrespondedthatthe
personalstoriesandvideossuchas・narrativesofindividualswithdementia・and・personal
experiencesandexamplesfromfamilycaregivers・leftthebiggestimpressiononthem.Given
theabove,wesurmisethatlisteningfirst-handtoindividualsandtheirfamilieswith
experiencewithdementiagreatlyhelpeddeepenparticipantunderstandingofdementiaand
itseffectsonindividualsandtheirfamilycaregivers.Participantsoftheseminarseemtobe
seekingbroadyetspecificinformationregardingdementia,soconstructingthewebsiteto
fulfilthatdemandisonenotablechalengeforthefuture.
Keywords
Dementia,caregiver,narrative,openseminar
